
防犯かわら版

藤
枝
自
主
防
犯
隊
防
犯
防
災
へ
の
共
助
の
力

不審火に毎晩警戒

パトロールに出発するメンバーら＝藤枝町小六田の藤枝公民館前で

第
9
話

　
「
こ
ん
ば
ん
は
。
ご
苦
労
さ

ん
」
。
雪
が
う
っ
す
ら
舞
う
２
月

11
日
の
夜
、
メ
ン
バ
ー
ら
は
公
民

館
前
で
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
声

を
掛
け
合
っ
た
。
Ｆ
Ｂ
Ｃ
の
文
字

が
目
立
つ
そ
ろ
い
の
帽
子
と
ジ
ャ

ン
パ
ー
姿
。
肌
を
突
き
刺
す
よ
う

な
寒
さ
に
負
け
ず
、
藤
枝
の
人
た

ち
は
熱
っ
ぽ
く
て
人
情
味
を
感
じ

る
。

　
防
犯
活
動
は
防
災
活
動
と
同
じ

２
０
０
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
Ｆ

Ｂ
Ｃ
は
「
藤
枝
防
災
ク
ラ
ブ
」
の

頭
文
字
。
仕
事
を
掛
け
持
つ
50
代
、

60
代
の
男
性
30
人
が
登
録
し
、
毎

回
半
数
の
人
が
参
加
す
る
。
パ
ト

ロ
ー
ル
の
日
を
毎
月
11
日
、
22
日

と
決
め
、
12
月
に
防
災
訓
練
を
催

す
な
ど
防
犯
、
防
災
の
一
体
的
な

活
動
を
展
開
す
る
。
萩
野
哲
也
会

長
（
58
）
は
「
防
犯
も
防
災
も
共

助
す
る
上
で
一
緒
。
み
ん
な
が
お

互
い
の
顔
を
知
っ
て
い
た
ら
助
け

た
く
な
る
で
し
ょ
」
と
語
る
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
西
の
百
々
目

木
・
向
イ
郷
、
東
の
新
屋
敷
、
南

の
奥
廻
間
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
住
宅
地
を
回
る
。
天
白
川
の
堤

防
道
の
ほ
か
、
三
重
銀
行
裏
の
人

が
通
れ
る
程
の
狭
い
道
も
歩
く
。

防
犯
灯
の
球
切
れ
や
消
火
栓
の
点

検
も
怠
ら
な
い
。
地
区
で
は
数
年

前
に
車
上
狙
い
の
被
害
が
あ
っ
た

が
、
他
に
目
立
っ
た
報
告
は
聞
か

な
い
と
い
う
。

　
藤
枝
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
は
「
若

さ
」
。
な
の
で
、
車
を
使
わ
な
い

歩
行
が
基
本
だ
。
も
う
一
つ
は
メ

ン
バ
ー
に
「
萩
野
」
姓
が
多
い
こ

と
だ
。
区
の
会
計
・
萩
野
昭
三
さ

ん
（
55
）
は
７
年
前
、
単
身
赴
任

先
か
ら
地
元
に
戻
り
活
動
に
加

わ
っ
た
。
「
小
学
校
や
消
防
団
の

頃
か
ら
の
何
十
年
と
い
う
付
き
合

い
な
の
で
絆
は
強
い
よ
」
と
話
す
。

　
40
代
の
頃
移
り
住
ん
だ
山
田
博

さ
ん
（
68
）
は
「
名
古
屋
か
ら
こ

ち
ら
に
帰
る
と
気
分
が
ほ
っ
と
す

る
ね
」
と
地
元
を
愛
し
、
入
会
し

て
３
年
の
黒
田
武
美
さ
ん
（
65
）

も
「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
も
誘
っ
て

も
ら
い
感
謝
の
一
言
」
と
す
っ
か

り
溶
け
込
ん
で
い
る
。
若
手
の
萩

野
伸
介
さ
ん
（
50
）
は
「
こ
の
会

は
地
元
を
大
事
に
思
う
青
年
団
的

存
在
。
日
進
の
中
心
の
藤
枝
か
ら

市
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
強
い

意
識
を
感
じ
る
」
と
語
る
。

　
区
に
は
現
在
７
２
１
世
帯
が
加

入
。
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が

増
え
、
20
軒
程
あ
る
。
鈴
木
信
行

区
長
（
67
）
ら
は
「
共
助
」
の
大

切
さ
を
訴
え
る
。
「
い
ざ
と
い
う

時
に
弱
者
と
な
る
人
を
ケ
ア
で
き

る
よ
う
今
後
も
市
民
目
線
で
見

守
っ
て
い
き
た
い
」
（
広
）

　戸締り用心、火の用心―。
　日進市内で昨年から不審火が相次いで発生
しています。尾三消防本部の統計によると、昨
年１年間、市内で火災が31件発生しました。こ
のうち、放火または放火の疑いが原因とされる
火災は17件と、全体の半数を上回りました。
　５月には、折戸町の線路法面をはじめ岩藤
町の雑木林や空き地計４カ所で、わずか２時間
のうちに雑草などが焼かれる連続不審火が発
生。その後年末にかけて、藤島町や岩崎町など

では住宅や駐車場に止めていた車６台が燃え
るなどの被害が続いています。
　事態を受けて同本部日進消防署は巡回頻度
を毎晩に増やし、警戒を強化＝写真。放火をさ
せない対策として、同署警防課の川本邦彦課
長補佐（44）は「家の周りに燃える物を置かず、
夜間に留守を悟られないよう家の中も外も照
明で明るくしてください」と呼び掛けています。
３月１日から７日までは、春の全国火災予防運
動の期間。皆さんのご協力をお願いします。

ど
　
ど
　
め

き

　民生委員児童委員の鈴木絹子さん
（梅森台）＝写真右＝が厚生労働大
臣から社会福祉功労者表彰を受けま
した。委員として27年間在任し、
平成19年から本市の協議会連絡会
長を務め、長年地域福祉に尽力され
ています。鈴木さんは「感慨無量で
す。初心に返って日進市を福祉で日
本一のまちにしていきたいです」と
語りました。おめでとうございまし
た。

　市内の特別支援学級で学ぶ子ども
たちの力作を展示する「伸びゆく子
教育作品展」（市教委主催）が、市
民会館で２月３日まで開かれました。
13校の124人が絵画や書、工作な
どを出品し、金賞の賞状を受け取り
ました。表彰式で萩野市長は「これ
からもいろんなことに挑戦してくだ
さい。力を合わせて、子どもたちの
明るい未来をつくっていきましょ
う」と話しました。

　東小４年の中島漣音君＝ＦＣプレ
ジール所属・ＭＦ＝は昨年12月、
東海地区のU-12の250人が参加し
たセレクションで、19人の代表枠
に見事合格しました。３月24日、
スペイン・バルセロナで開かれる国
際大会に出場します。代表入りを果
たした選手のうち４年生はわずか３
人。中島君は「大好きなメッシ選手
のように、左足でゴールを決めた
い」と笑顔を見せました。

鈴木さんに
厚生労働大臣表彰 心のままに表現 サッカー

国際大会に出場

　
「
エ
ピ
ペ
ン
」
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り
血
圧
低
下
や

意
識
消
失
を
伴
う
急
性
症
状
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
時
に

太
も
も
に
打
つ
ペ
ン
型
の
注
射
器
だ
。

市
内
の
学
校
現
場
な
ど
で
エ
ピ
ペ
ン
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
は
一
定
数
い
る
。
給

食
の
献
立
は
前
も
っ
て
把
握
し
て
い
る

が
、
緊
急
時
の
対
応
に
欠
か
せ
な
い
。

　
代
表
の
西
嶋
清
香
さ
ん
（
41
）
も
小

学
生
の
息
子
に
エ
ピ
ペ
ン
を
持
た
せ
て

い
る
。
「
シ
ョ
ッ
ク
時
は
体
を
起
こ
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
正
し
い
知
識
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

訴
え
る
。

　
会
は
市
内
在
住
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
子
ど
も
の
親
た
ち
に
よ
っ
て
２
０
１

０
年
10
月
に
結
成
し
た
。
会
員
の
森
瀬

祐
子
さ
ん
（
46
）
に
よ
る
と
、
き
っ
か

け
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
開
く
ア
レ
ル

ギ
ー
相
談
会
。
「
子
ど
も
に
な
る
べ
く

一
緒
の
給
食
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
願

う
な
ど
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
親
同
士
の

交
流
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
現
在
28
人
が
所
属
。
子
育
て
の
情
報

交
換
の
ほ
か
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し

た
災
害
対
策
の
勉
強
会
や
防
災
訓
練
の

炊
き
出
し
な
ど
に
参
加
す
る
。
そ
の
調

理
法
は
食
材
を
密
封
し
た
ポ
リ
袋
に
入

れ
て
煮
炊
き
す
る
「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
」
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
食
品
に
は

卵
、
牛
乳
、
小
麦
、
甲
殻
類
、
ソ
バ
な

ど
多
く
の
品
目
が
あ
る
が
、
非
常
時
に

は
一
つ
の
鍋
で
個
別
の
対
応
が
で
き
る

の
で
安
心
だ
。

　
共
に
小
学
生
の
男
児
を
育
て
る
杉
浦

英
子
さ
ん
（
45
）
、
福
岡
典
代
さ
ん

（
44
）
も
乳
児
湿
疹
な
ど
を
経
験
し
た
。

「
皆
さ
ん
と
知
り
合
え
て
つ
ら
か
っ
た

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
し
た
」
と
振
り
返

り
、
「
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
の
健
診
の
段
階

で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
話
す
。

共
働
き
家
庭
も
増
え
、
一
歩
を
踏
み
出

せ
ず
自
己
解
決
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
会
で
は
「
悩
み
を
ち
ょ
っ
と
で

も
分
け
合
う
つ
も
り
で
相
談
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
命
に
か
か
わ
る

問
題
だ
。
早
期
の
診
断
に
よ
っ
て
親
が

学
び
、
そ
の
意
識
を
健
診
や
保
育
、
学

校
現
場
な
ど
が
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
上
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の
会
が

存
在
す
る
こ
と
は
地
域
に
と
っ
て
心
強

い
。
西
嶋
さ
ん
ら
は
願
う
。
「
誰
も
が

誰
に
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
皆
が
幸
せ
に
楽
し
く

暮
ら
せ
る
仕
組
み
が
で
き
た
ら
う
れ
し

い
」
（
広
）

人時の

左から森瀬さん、西嶋さん、福岡さん、杉浦さん
問い合わせは、メールアドレス（nisshin.aller.net@gmail.com）へ

アレルギーの情報交換や勉強会を開く「ぷちヴェール日進」代表西嶋 清香さん・岩崎町
にしじま            さやか

れなと
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